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　　　，，，のとき，

　　　 とする。　を求めよ。

  
 






，   






　　　　　　　　　　　　　　　　　　③でとすれば， 





　　　　　　　　　　　　　　　この場合，は②を満たすので，角の一意性により

　　　　　　　　　　　　　　　，， 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図のように，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半直線上にとなる点を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とると，となり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より，△△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よって，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としても一般性を失わないから，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△で正弦定理より，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 






　 は黄金比 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



より，




……①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に，△で，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とおくと，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正弦定理より








①より，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 



……③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋭角の正弦の三角比において

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を含むのは，

角度を求める問題から？２ 
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１　半直線上に，となる点をとると，となり，

は，円を中心とし，半径の円に内接する正三十角形の頂点となる。頂点の左隣

の頂点を順に，とする。とを結ぶと，であり，

△と対称な三角形が正三十角形の中にある。対称軸は，となる点

を円上にとったときの，直線である。そして直線に関して点

に対称な点をそれぞれ      として，とることができる。

  また△ △ 　  ，

 より， ，ゆえに 


 
  ，

したがって，

　

まず△を考えて，， より

また，，……①

今，を１辺とする正三角形をと同じ側につくり，△とする。

となるので， を二辺とする正五角形を作図で

きる。すると， ，①より，　となるので，

直線は正五角形の対称軸となる。同様に，直線も正五角形の対称軸。

これより， ，また，　……  

，まただから，

ゆえに，となり，四角形は等脚台形となり，

　……②，  より，△と△はともに二等辺三角形で，

②より等辺はすべて等しくなり，かつだから，

△△，　①より，　，

ゆえに，，△で，

　　　　　　　　　　　　
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